
研究プラットフォームとしての高速実験炉「常陽」の役割

■ ﾏｲﾅｰｱｸﾁﾉｲﾄﾞを燃料に混ぜて燃焼
■ 放射性廃棄物の短寿命化

廃棄物の減容
有害度低減

■治療・診断用アイソトープ製造
■工業用アイソトープ製造

ガン内用療法

α線

■基礎基盤研究・多目的利用
■大学利用、国際貢献
■核融合炉開発
（第1壁材開発など）

脱炭素社会の実現、エネルギーセキュリティの確保

■分離済プルトニウムの利用・燃焼
■プルトニウム燃焼炉の開発

■実証炉、次世代炉開発(NEXIP)
■民間のイノベーション開発への支援
■新燃料・材料開発、安全性向上
■日米、日仏協力（開発、協働）

～原子力のポテンシャルの追求

米国多目的
研究炉 VTR

学生実習 海外研究者の
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ研修

■大学・高専との連携
■海外技術者の受け入れ

高速実験炉「常陽」

分離済プルトニウム
の削減

持続可能な原子力利用

■ ﾏｲﾅｰｱｸﾁﾉｲﾄﾞを燃料に混ぜて燃焼
■ 放射性廃棄物の短寿命化

廃棄物の減容
有害度低減

医療・産業のイノベーション創出

■治療・診断用アイソトープ製造

ガン内用療法

α線

■基礎基盤研究・多目的利用
■大学利用、国際貢献
■核融合炉開発
（第1壁材開発など）

■分離済プルトニウムの利用・燃焼
■プルトニウム燃焼炉の開発

プルトニウム利用、核不拡散

■実証炉、次世代炉開発
■民間のイノベーション開発への支援
■新燃料・材料開発、安全性向上
■日仏、日米協力（開発、協働）

原子力のポテンシャルの追求

米国多目的
研究炉 VTR

原子力技術者の育成

学生実習 海外研究者の
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ研修

■大学・高専との連携
■海外技術者の受け入れ

高速実験炉「常陽」

分離済プルトニウム
の削減
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多量の放射性物質を
放出する事故を超える

事象への対策

原子炉の停止や監視を
行うシステムの多重化

火災対策
（ケーブル難燃化・隔離）原子炉停止機能

の強化

多量の放射性物質等を放出する事故対策機能の強化
（事故時の炉心冷却、溶融した燃料の保持・冷却）

地盤改良

飛来物対策
（竜巻対策）

建物補強
（火山対策・耐震補強）

ナトリウム配管等の耐震補強

新規制基準適合に向けた対応ー主な対策工事ー

主冷却機建物 原子炉建物／原子炉付属建物

新増設等計画
対象設備

別紙２



運転再開工程と照射試験計画
別紙３

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030年代 2040年代

設置変更許可
安全対策工事等

医療用ラジオアイソトープ(RI)

スケールアップ・創薬研究等

運転再開

※  運転再開後のスケジュールについては、RI製造実証の進捗や実証炉の開発工程により変更があり得る。また、これ以外にも大学等の受託照射なども実施予定

安全審査・準備等

製造実証
（照射・化学処理）

実証炉向け燃料・材料照射試験、 Pu・MA燃焼試験、基礎基盤研究等

令和6年度茨城県原子力審議会 資料2, P14, 文部科学省資料
(https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/documents/20240802siryou2.pdf)に一部追記

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/documents/20240802siryou2.pdf
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